


長が読まれた弔辞の中に,「地球超高層大気および

惑星間空間における発光現象を手がか りとして,光

化学反応 と量子過程を詳細に研究 し,地球周辺空間

の研究に新 しい重要 な面を開拓 し,わが国のこの分

野の研究の国際的水準を高める上に指導的役割 を果

してきました。また同教授は大気球 口ヶット・人工

衛星を用いての地球周辺空間研究事業においても中

心的存在であり,ま た南極観演1に おける貢献 も大 き

く,地球環境解明のための諸研究において,国内は

もとより,国際的に も高い評価 を受けておられま し

た。」 とありましたが, これを具体的に示す主 な業

績を次にまとめてみます。

3 主要業績のま とめ

1 大気光励起機構 とその大気物理学的意義の研究

11 大気光の主要輝線である酸素原子5577■ の

観演1結果をもとに,その時間 。空間変 化を超高

層大気の動 きと結び付けて解釈することに成功

した。

12 大気光酸素原子6300Å の分光観測法 を開発

し,その方法による観測結果をもとに励起機構

と大気構造の関係を求めた。昼間大気光の ロク

ット観測 を実施。

13 中間紫外域("00-30∞Å)に も酸素分子

の大気光励起があることを理論的に予見 し, ロ

グット観測に ょり実証 した。

14 水酸基 (OH)大気光の強度および振動温度

の季節変化を,大気微量諸成分間の光化学的過

程に よって説明 しえた。

15 酸素原子の紫外大気光1304■ の励起機構を

理論的に究明 し,励起温度 と超高層大気の素過

程 との関係を明ら力ヽ こした。

2 極端紫外域地球 コロナ,惑星間 グローに関する

研究

21 地球周辺空間で太陽放射 をHeが共鳴散乱

して584Å グローを出すこと,太陽風プロトン

と惑星間空間ヘリウムとの反応で304Å グロー

が出ることを予知。

2.2 極端紫外域での検出装置を開発 し,ヘ リウ

ム・水素グローの存在をロケッ ト観測で実証 し

た。

3.電離層生成の量子過程の統一的理論

31 太陽放射によって生ずる光電子 と大気の量

子物理過程を亥」明に追跡 し,超高層大気中にお

ける光電子の役害」とふるまいを明らかに しえた。

32 夜間の電離層の成因は,地球 コロナ紫外線

が大 きな役割 を演 じていることを示 した。また

電離層状態が大気潮汐に支配されていることも

明 らかに した。

4 中間紫外放射 を利用 した大気微量成分の検出

41 太陽紫外線を利用する吸光法に よってォゾ

ンを定量的に求める方法を開発 し, ロケット実

験に よって信頼 しうるオゾン高度分布を求めた。

42 下部電離層生成に主要 な電離源であるNO
を測定する演1光計を開発 し,NO高 度分布を小

型 ロケッ トで求めた。

5 大気オゾン演1定 システムの確立 と環境物理学ヘ

の応用

紫外吸収法,紫外散光法,化学当量法の三方

法を併用 して,対流圏から中間圏までの広範囲

にわたって,大気球および観測 ロケットでオゾ

ン密度分布を求める方法を確立 した。これに よ

り成層圏大気汚染,地球環境長期変動の予知な

どの議論を行なう手がか りを与えた。

6 極光観測新装置開発

日本の南極観測隊のためにtilting filterを

用いる子午面内掃天測光装置を開発 し,昭禾口基

地における極光観潤1に 大 きな成果をもたらした。

また南極昭和基地で打上げるロケットに搭載す

るための計器の開発 も行ない。極光出現時に超

高層大気中で発生 している諸現象を直接検出す

る研究に大 き く貢献 している。

これ らの一連の業績により,等松教授は,昭禾口49

年に日本地球電気磁気学会からの推薦で第 11回 松永

賞 を受けている。また同教授の初期の業績に対 して,

昭和38年に日本地球電気磁気学会か ら田中館賞が贈

られている。

4 最近の諸活動の一端

等松教授は上記の如 き研究成果をあげていたので
,

内外か ら研究指導者 としていろいろと頼 まれること

が多かつた。学会活動に しても, 日本地球電気磁気
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学会の運営委員 と編集委員, 日本分光学会理事をつ

とめていた。

また環境科学関係の諸研究会で も指導的立場にあ

った。 日本学術会議関係では,字宙空間研究連絡委

員会委員 ,電波科学研究連絡委員会電離層分科会幹

事をつとめ, また国際協力事業特別委員会 STP分
科会研究観測小委員会で今後の国際共同観測 計画

(後出 )立案の中心推進役であつた。 またこのほか

国立極地研究所の専門委員,宇宙開発委員会あるい

は宇宙開発事業団,未来工学研究所などからの依頼

を受けての仕事 も受持つていた。

東京大学においては,理学部における教育 と研究

に尽力する傍 ら,宇宙航空研究所の研究担当をつと

め,同所における大気球 。ログット・ 人工衛星に よ

る観測に大 きく寄与 していた。 とくに光に打上げら

れた科学衛星 TAIYOの計画を推進 し,ま た昭和58

年度に打上げる予定の EXOS―■ の計画責任者にな

つており, 日本にかける人工衛星計画の中心的人物

の一人であつた。等松教授は倒れる前日に本年 3月

に宇宙航空研究所で開催予定の国際シ ン ポ ジ ウム

(欧州のADROS, 日本の TAIYO両衛星に よる観

測結果を持寄るための会 )組織者 として,先方にブ

ログラム原案 を書き送つている。

また,国際協カ ロケット観測事業に も特別に深 く

関係 してお り,昭和51年 3月 にイン ドに出張された

ときのことは御本人が理学部広報に寄稿 している。

昨年夏は米国およびカナダに計 2ヶ 月1/tど滞在 し,

その間 カナグでは将来の共同観測計画のための打合

せ,米国シア トルでは国際地球電磁気学,超高層大

気物理学協会 (IAGA)の学術総会に出席 し, ご自

身および同僚の研究成果を発表するかたわら,い ろ

t/・ ろな計画打合せ なども行な っていた。特に 1980年

代に行 なわれる予定のM iddle Atmosphere

Progr am(気象学で扱 う領域 と超高層大気物理学

がこれまで扱つてきた電離層領域 との中間領域 を,

両方の立場 の研究者が手を結んで集中的研究 を行な

う計画 )に ついて,等松教授は日本の計画を発表 し

て賞讃を博 した。 この日本の計画 とい うのは,一昨

年以来等松教授が中心 となつて日本の各方面の研究

者 と連絡をとりながらまとめてきたものであった。

等松教授は世界の MAP計画の主導的役割 を果す期

待を担っていた。

等松教授は永田教授 と共著 で裳華房から「超高層

大気の物理学」 と題する名著を出版 している。その

まえがきの一節に次のような文がある。「本書全体

として超高層大気物理学 と題するに恥か しくない よ

う全分野のバ ランスに充分注意をはらつたつ もりで

ある。超高層大気の物理現象 としてのパランスは も

ちろんであるが,物理学的立場 として も連続体物理

学,統計力学,原子分子物理学の 3立脚点の調和を

図つた ものである。 (中略 )超 高層大気物理学 とし

て本書の内容ほど全体の問題 を包含 した成書は,現

時点ではどこに も見当 らないと自負 している。 この

意味で本書が超高層大気物理学に新 しく入門する若

い人 々や超高層大気に関係 ある他部門の研究者達に

とつてよき相談相手になるだろうことを望んでいる。

これはまさに等松教授 自身が開拓 してきたことなの

である。 この本は1973年 11月 に発行されているが ,

等松教授はその後のご自身の研究や世界でのこの方

面の進展をも入れた上で英文で刊行することを計画

し準備 をすすめていた。 もしその本が完成 していた

ら世界的名著 として賞讃を博 した ことであろ う。

最後に最近 B.A.Tinsley博士 (国際地球電磁

気学・超高層大気物理学 (IAGA)Aeronomy部 会

長 )か ら受取った手紙の一節を紹介 したい。同博士

は等松教授の急逝 を悼み, 日本が,ま た世界が等松

教授を失なつた損失がいかに大きいかを歎 き,1979

年に予定 されているIAG臨 会の折に開 くことにな

っている「 中緯度地域 における太陽光以外の電離源」

シンポジウムを「等松隆夫追悼 シンポジウム」 と命

名することを考えていると述べている。このシンポ

ジウムは等松教授が世話役になることを受諾 してい

たもので ある。
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